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編 集 後 記
医学界新聞の本年9月4日 号に高木貞敬教授の 「欧文抄録について」と題する文章がある・之
は時実教授が 「生体の科学」8巻1号 に書かれた丈章に関連したもので その要旨は次の如 くで
時実教授によると 外国の学者は 日本語の論文は勿論 英文抄録が付いていても 問題にせ
ず その論文のPriorityも認めないとの事.従 つて英文抄録を付けても意味がないとの結論が
出される.更に英交抄録を読む外人が そのIdeaを奪つて仕事を仕上げ 自分のoriginalな
ものとして発表し 日本語の原著を引用しない事も考えられ る.欧米では激 しい研究競 争 か ら∫
Priorityを極めて重視し'自分の現在の研究については全 く沈黙 し その反面 他人の研究に
は強い関心を持つている.日本人は能力に於ては劣らないのに このような事情であるとすると




originalのものとするのは けしからぬ話であるが 之も泣き寝入 りせざるを得ない.そ こで
理想的な事は 原著を日本語と欧文との両方で発表する事であるが 之は種々の理由によつて実
現は容易でない.それでは具体的にどうしたらよいか 和文だけでよいか 欧文抄録は付けない













3,入会申込みは氏名(フ リガナ).住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.





4.文 献の書式は次の如 くする.著者名=誌 名,巻数:頁 数,年次.
例・中野:泌尿紀要・1=110・昭30・Lazarus,J.A. .Urol.,45:527,1941.
5.300語以内の欧文抄録を記し,之には欧文の標題,所 属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,
なるべ くタイプライターを用いること.希望の場合は当編集部にて魏訳 します 抄録用の原稿を
送ること.醗訳の実費は申受 く,




8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部.
